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1.背景と目的 

 現在，日本では，地球温暖化による日本の平均気温の上昇や，異常気象の発生による災害などが問題視されてい

る．このような気候変動によって人々の生活パターンに変動があると考えられる．山際ら 1）は，札幌圏で，積雪に

ついての情報提供による交通行動の変更が見られることを明らかにしている．一方、公共交通の分野では，公共交

通機関の運転者数，利用者ともに減少傾向にある．特に地方の公共交通機関では，減少が顕著に表れている．その

ため，位置情報，IC カードなどのビックデータを活用して公共交通利用者の移動特性を明らかにし，効率的な公共

交通の運行や利用促進に役立てられるが求められている．北野ら 2）は，IC カードデータを用いて，利用回数の変動

が大きい利用属性を把握することで公共交通の利用者全体の変動を把握することができると明らかにした．これら

の既往研究から，本研究では，気象条件により交通行動に変化が見られるものとして仮定し，実際の公共交通の利

用履歴である IC カードデータからその傾向を把握する方法を構築することを目的とする． 

2.研究概要                             

 本研究では，とさでん交通株式会社様より提供していただい

た ICカード「ですか」から得られる行動履歴データを用いる．

データは約 10年間の行動履歴を解析可能であり，本研究では、

2009 年と 2019 年の両年に出現した ID を長期使用 ID として抽

出した．対象となる ID は 12,005 人である．気象条件について

は，表 2の通りに区分をわけ，各 IDに応じて計算された一致率を変数とする非階層型クラスター分析を適応し，ク

ラスター分析をもとに，気象条件に応じた公共交通利用特性をグループごとに把握する． 

3.使用するデータ概要                          

 気象条件は、表２の通りの気温と降水量の組み

合わせとし，2009年から 2019年でその気象条件が

起こった日数を示している．気温は最高気温，降水

量は日合計の降水量を国土交通省の観測データを

用いて気象条件ごとに日数を集計した結果を表 2 に示す．クラスター分析の変数として一致率を用いる．一致率と

は，ある IDがその気象条件下で実際に使用された日数をその気象条件が発生した総日数で割った値とする． 

4.非階層クラスター分析の適応 

 非階層クラスター分析を行い，クラスター数は 7とした．

クラスターごとの ID 数を図 1，クラスターごとの気象条件

ごとの一致率を図 2に示す． 

全体では，クラスター4を除き，降水量 10～20㎜かつ最高

気温 10度以下の一致率が最も低い．また，降水量 50㎜以上

かつ最高気温 30～35 度以上の一致率が最も高い．全てのク

ラスターで，降水量 0～10 ㎜では最高気温 35 度以上の場合

の一致率が最も低い．図 1 より，降水量 50 ㎜以上かつ最高

気温 30～35度では、90%の人が公共交通の利用を促進する傾

向にあると考えられる． 

表 1 ICカードデータ概要 

表 2 気象条件 

クラスター1（299）

クラスター2（541）

クラスター3

（5503）

クラスター4（1206）

クラスター5

（2291）

クラスター6（1280）

クラスター7

（885）

図 1 クラスターごとの割合 

N＝12005(人) 
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(１) クラスター1 

月 15 回以上使用する ID 群である．降水

量 10～50 ㎜では降水量 0～10 ㎜の場合と

比べて一致率が低い．降水量が増えると公

共交通の利用が減少すると考えられる． 

(２)クラスター2  

月 10 回程度使用する ID 群である．降水

量 30㎜以上である場合，気温が高くなると

公共交通の利用が増加する．  

(３)クラスター3 

月 3 回以下使用する ID 群である．降水量 10～20 ㎜かつ最高気温 10 度以下の条件で一致率が 0 すなわち対象期

間内で一度も使用していないクラスターである．最高気温 10度以下には公共交通の利用が減少する傾向にある．降

水量 20～50㎜の区間では，最高気温 30度以上であると利用者が減少すると考えられる． 

(４)クラスター4 

月 5 回以下使用する ID 群である．全クラスターの中で唯一，降水量 10～20 ㎜かつ最高気温 10 度以下の一致率

が最も高い．降水量 30～50 ㎜かつ最高気温 30～35 度の一致率が最も低い．最高気温 25～30 度において降水量 20

～30 ㎜の一致率が最も高く，最高気温 30～35 度において降水量 0～10 ㎜の一致率が最も高い．気温が低いと公共

交通の利用が増加する傾向にあると考えられる． 

(５)クラスター5 

月 5回以下の使用する ID 群である．クラスター3と同様に降水量 10～20㎜かつ最高気温 10度以下で値が０つま

り対象期間内で一度も使用していないクラスターである．図 1より，降水量 10～20㎜かつ最高気温 10度以下で公

共交通を利用しない人は半数以上であることが分かる．降水量 10～20，20～30㎜においては，最高気温 25～30度

の一致率が最も高い．降水量 30 ㎜以上の場合，気温が高いと公共交通の利用が増加する傾向にあると考えられる． 

(６)クラスター6 

月 5 回程度使用する ID 群である．降水量 30～50 ㎜の区間では，最高気温 30～35 度の一致率が最も高い．降水

量が 30㎜以上の場合，気温が高いと公共交通の利用が増加する傾向にあると考えられる． 

(７)クラスター7 

月 7 回程度使用する ID 群である．降水量 30～50 ㎜の区間では，最高気温 30～35 度の一致率が最も高い．最高

気温 25～30度において，降水量 20～30㎜の一致率が最も高い．最高気温 25～30度の場合，中程度の降水条件で公

共交通の利用が増加する．降水量 30 ㎜以上の場合，気温が高いと公共交通を利用する傾向にあると考えられる． 

5.まとめと今後の課題 

本研究では，長期利用者の IDを使用し，気象条件ごとに一致率を調べ，その値から非階層クラスター分析を行っ

た．その結果，高い気温かつ激しい雨の状況下で公共交通を利用すると行動変更を行う確率が高いことが分かった．

低い気温では，公共交通を利用しなくなり，気温が高くなると利用を増加させる傾向がある． 

今後は，気象条件が 1 日の中でも時間帯によって異なることを考慮し，よりミクロな時間軸を設定した分析を行

う必要があると考える． 
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図 2 クラスターごとの一致率 


